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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第３学年　　学級活動

	２　ねらい
	・希望職業に就くまでの道のりを知り、夢実現に向けての

心構えをもつ。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	· ・「夢実現への道のり」とは希望職業に就くまでのルート　

のことである。それを検討するには、今の自分をもう一度見つめ直し、自分に適した進路選択をすることが必要　である。そして、夢を実現させるためには、一通りの道　

· 　のりだけではなく、様々なルートがあることを理解する　

· 　必要がある。
・本実践では、希望職業に就くために必要な資格や適性とともに、就職するまでの様々な道のりについて調べる。その中から自分のよさや適性を踏まえ、自分に適した道のりを考えさせる。その道のりを計画立案することを通して、課題対応能力を養う。










夢実現への道のり
１　学年、教科・領域　　　中学校第３学年　　学級活動

２　本時の目標

（1） 希望職業に就くまでの道のりを知り、夢実現に向けての心構えをもつ。
（２）「課題対応能力」＜計画立案＞
３　準備

· 「将来なりたい職業」のアンケート結果、ワークシート、情報収集用図書、

パソコン（インターネット）
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　学級アンケート「将来なりたい職業」の結果を知る。
	○アンケート結果を配付し、学級の仲間がいろいろな職業に就きたいと考えていることを確認する。

	２　本時の課題を把握する。　　　


３　希望職業に就くまでの道のりを考える。
(1) 必要な資格を確認する。

・美容師免許　　・看護師免許　

(2) 適性を考える。
・国家試験の合格に向けて学力が必要だ。

・人への思いやりが大切だ。
(3) 中学校卒業から就職するまでの道のりをまとめ、発表する。
・中学校→高等学校→美容師養成施設(免許)→国家試験→美容師

４　進路選択に向けての心構えや今後の過ごし方について考える。

・今まで以上に学力向上に努力する。

・相手の立場に立って話したり、行動したりするよう心がけたい。
	○中学校卒業後から希望職業に就くまでの計画を立てることを知らせる。
◎必要な資格や適性をインターネットや図書から情報収集し、自分に適した道のりを計画させる。

☆自分に適した道のりを計画することができたか、

ワークシートや発言から判断する。

○適性については調べた内容だけでなく、自分で考えた内容もワークシートに記入するよう指示する。
○各自のワークシートをもとに、数名に特徴的な道のりを発表させ、就職に向けていろいろな道のりがあることに気付かせる。

○今後の学校生活を充実させることが、夢実現に向

けて大切であることを押さえる。

	５　教師の話を聞く。
	○夢実現への道のりは一通りとは限らないため、自分に適した道のりを考える必要があり、今後の学校生活で自分のよさを伸ばす努力が大切であることを伝える。
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「夢実現への道のり」
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「夢実現への道のり」（学級活動）


(1) 希望職業に就くまでの道のりを知り、夢実現に向けての心構えをもつ。


(2) キャリア教育としての目標


「課題対応能力」＜計画立案＞





本実践





＜道徳＞


1-(2)


障害や失敗にくじけることなく、目標に向かって粘り強く努力しようとする意欲を高める





<職場体験学習>


<職業適性検査>





＜特別活動＞


進路情報を活用しよう





学校生活の中で、自分のよさや希望職業に必要な適性を伸ばす指導を更に展開する。





希望職業に必要な適性を伸ばす活動へ





自分のよさを伸ばす活動へ





就職するまでの道のりを知ろう








